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充

之

親
鷺

の
浄
土
真
宗
の
信
仰
内
容
を
極
め
て
意
味
深
く
示
す

も
の
に

「転
成
」
と
い
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
極
め
て
仏
教
的
な
体
験
内

容
を
親
轡
 的
な
信
仰
を
以
て
表
現
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
主
著

『
教
行
信

証
』
行
巻
の
一
乗
海

の
釈
下
に
、
「海
と
言
ふ
は
久
遠
よ
り

こ
の
か
た
、
凡
聖
所
修

の
雑
修
雑
善

の
川
水
を
転
ん
じ
、
逆
諺
閲
提
の

無
明
の
海
水
を
転
し
て
本
願
大
悲
智
慧
真
実
恒
沙
万
徳
の
大
宝
海
水
と

成
る
。
良

に
知
ん
ぬ
、
経
に
説
い
て
煩
悩

の
氷
解
け
て
功
徳

の
水
と
成

る
が
如
し
。
」
と
説
明
す
る
如
き
内
容
で
あ
る
。
自
力
の
雑
修
雑
善

の

川
水
、
五
逆
、
誇
法
、

一
閲
提
と
い
つ
た
極
悪
の
無
明
海
水
を
転
じ
て

阿
弥
陀
仏

の
本
願
大
悲
智
慧
真
実
の
海
水
と
改
変
す
る
と
い
う
意
味

で

あ
る
。
そ
の
前
後

の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
本
願
力
絶
対
他
力
に
よ
り

一
切

の
人
間
的

な
相
対
差
別
、
人
間
的
な
存
在
性
を
根
源
的
に
弥
陀
大
悲
智

慧
真
実
海

と
改
変
し
て
ゆ
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
改
変
転
成
は

喩
え
ば
、
人
間
的
な
相
対
差
別
相
剋
界

の
迷
妄
の
煩
悩
極
悪

の
氷
が
解

け
て
、
弥
陀

の
大
悲
智
慧
極
ま
る
真
実
の
証
り
の
功
徳
の
水
と
な
る
如

く

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
『和
讃
』
の
曇
鷺
讃
に
、
「無
碍
光
の
利

益

ヨ
リ

威
徳
広
大
ノ
信
ヲ
エ
テ

カ
ラ
ス
煩
悩

の
コ
ホ
リ
ト
ケ

ス

ナ
ワ
チ
菩
提

ノ
ミ
ツ
ト
ナ
ル
。
罪
障
功
徳
ノ
体
ト
ナ
ル

コ
ホ
リ
ト
ミ

ツ
ノ
コ
ト
ク
ニ
テ

コ
ホ
リ
オ
ホ
キ
』

ミ
ツ
オ
ホ

シ

サ
ワ
リ
オ
ホ
キ

ニ
徳
オ
ホ
シ
。」
と
述
べ
る
如
き
意
に
よ
れ
ば
、
煩
悩
罪
障

の
氷

が
菩

提
功
徳

の
水
と
な
る
の
は
、
無
碍
光
阿
弥
陀
仏

の
他
力
廻
向
の
信
を
得

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
実
現
さ
れ
て
く
る
と
示
す
意
向
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
信
巻
の
横
超
断
四
流
釈
下

に
、
「断

と
言
ふ
は
往
相
の
一
心
を
発
起
す
る
が
故
に
、
生
と
し
て
当
に
受
く
べ

き
生
無
し
、
趣
と
し
て
ま
た
到
る
べ
き
趣
無
し
。
已
に
六
趣
四
生
因
亡

じ
果
滅
す
。
故
に
即
ち
頓
に
三
有
の
生
死
を
断
絶
す
。
故
に
断
と
日
う

な
り
。
」
と
示
し
、
証
巻
の
始
め
に
、
「
往
相
廻
向

の
心
行
を
獲
れ
ば
即

の
時
に
大
乗
正
定
聚

の
数
に
入
る
な
り
。
」
と
明

か
す
如
き
意
を
顧
み

れ
ば
、
仏

の
本
願
力
他
力
の
往
相
廻
向

の
信
心
の

一
心
を
え
せ
し
め
ら

れ
る
即
時
に
六
趣
四
生
の
罪
障

の
因
果
滅
し
て
、
煩
悩
即
菩
提
と
い
つ

親
鷺

に
お
け
る
転
成

の
意
味

(
石

田
)

-13-



親
驚
に
お
け
る
転
成
の
意
味

(石

田
)

た
大
乗
の
仏
果
を
得
べ
く
正
し
く
決
定
づ
け
ら
れ
る
と
示
す

の
で
あ

る
。
逆
諺
閾
提
の
無
明
海
水
が
大
悲
智
慧
真
実
大
宝
海
水
と
転
成
さ
れ

る
の
は
他
力
の
信
を
得
せ
し
め
ら
れ
る
信

一
念
即
時

に
あ

る
の
で
あ

る
。
又
行
巻

(p
.
 
2
5
)

の
所
顕
に
よ
れ
ば
、
転
成
の
力
で
あ
る
本
願
力

他
力
と
い
う
の
は
、
転
成
の
願
行
を
具
足
す
る
名
号
南
無
阿
弥
陀
仏
に

外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
同
じ
く
曇
攣
讃
に
、
「
名
号

不
思

議
ノ
海
水

ハ
逆
諺
ノ
死
骸
モ
ト
ト
マ
ラ
ス

衆
悪
ノ
万
川
帰
シ
ヌ
レ
ハ

功
徳

ノ

ウ
シ
ホ
ニ
一
味
ナ
リ
。」
と
歎
述
さ
れ
る
意
向
な
ど
、
そ
の
意

は
明
ち

か
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う

に
、
転
成
を
名
号
本
願
力
他
力

の
救
済
活
動

に
お
い
て
語

り
、
信

一
念
即
時

の
救
済
決
定
の
内
容
と
し
て
説
き
、
逆
諺
の
極
悪
者

の
煩
悩
即
菩
提
な
る
大
乗
無
上
の
仏
果
獲
得
の
決
定
づ
け
の
契
…機
に
お

い
て
説
き
示
す
所
に
、
親
黛
特
異
の
極
め
て
仏
教
的
な
信
仰
内
容
の
特

色
が
盛
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「初
心

の

弁
道
す
な
は
ち
本
証

の
全
体
な
り
」
(正
法
眼
蔵
弁
道
話
)
な
ど
と
説
く
、

道
元
の
仏
教
体
験

の
把
握
の
如
き
内
容
と
異
る
の
み
な
ら
ず
、

同
じ
法

然
門
下
と
し
て
他
力

の
救

い
を
強
調
す
る
浄
土
宗
西
山
派
証
空
な
ど
に

出
発
す
る
他
力
弘
願
仏
体
名
号
即
行

・
信

一
念
即
便
往
生
の
体
験
の
仕

方
な
ど
と
も
可
な
り
異
る
。

二

信
の

一
念
に
本
願
力
他
力
に
よ
り
、
雑
修
雑
善

の
川
水

・
逆
諺
閲
提

の
無
明
海
水
を
本
願
大
悲
智
慧
海
水
と
転
成
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
内

容
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

そ
れ
は
煩
悩
の
氷

が
解
け
て
功
徳

の
水

と
な
る
が
如
く
で
あ
る
と
喩
え
て
説
明
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
説
明
の
内
容
は
人
間
存
在
、
現
象
存
在

一
般
を
如
何
に
把
握
し
て
ゆ

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
衆
悪

の
万
川
と
か
、
逆
諺
の
死
骸

・
逆
諺
閲

提
の
無
明
海
水

・
煩
悩

の
氷
と
い
え
ぱ
、
そ
こ
に
は
、
明
智
を
も
た
な

い
迷
妄
な
る
五
逆

・
諦
法

の
煩
わ
し
い
苦
悩
の
み
ち
み
つ
る
争
い
相
剋

す
る
衆
悪
の
氷

の
如
き
世
界
が
見
出
き
れ
て

る
。
-そ
の
よ
う
な
迷
妄

の
相
勉
界
が
、
本
願
大
悲
智
慧
大
宝
海
水

・
功
徳

の
う
し
ほ
と

一
味
な

ら
し
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
相
剋
界
が
明
智

の
極
ま
る
大
悲
功
徳
の

全
く
相
魁
の
な
い
一
味
平
等
界
た
ら
し
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味

で
あ

る
。
迷
妄
の
相
対
差
別
相
魁
界
が
明
智

の
平
等
界

た
ら
し
め
ら
れ
る
と

い
う
意
で
あ
る
。
煩
悩
罪
障

の
氷
が
と
け
て
菩
提
の
功
徳
の
水
と
な
る

と
喩
え
説
明
さ
れ
る
意
向
に
よ
れ
ば
、
氷
も
水

も
、
水

と
い
う
本
質

性
、
存
在
性
は
変
ら
な
い
が
、
水
を
水
と
真
に
み
る
明
智
を
も
た
な
い

迷
妄
界
に
お
い
て
は
、
水
を
氷
の
如
く
冷
酷
な
相
剋
界
た
ら
し
め
る
の

で
あ
り
、
迷
い
を
除
か
れ
れ
ば
、
水
は
水
と
し
て

一
味
平
等

の
真
存
在

た
ら
し
め
ら
れ
る
、
と
い
つ
た
如
き
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
そ
こ
で
は
、
転
成
と
い
う
こ
と
は
、
迷
妄
を
去
れ
ば
、

一

切
の
存
在
は
迷
妄
的
存
在
性
を
転
じ
て
存
在
の
真
姿
を
現
成
さ
れ
て
く

る
こ
と
を
意
味
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
存
在
は

一
つ
の
存
在
に
す
ぎ
な

い
が
、
存
在
を
真
に
み
る
か
、
み
な
い
か
と
い
つ
た
あ
り
方
の
場
に
お
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い
て
、
転
成
と
い
つ
た
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
仏
教

一
般
に
常
識
的
に
い
わ
れ
る
転

迷
開
悟
と
い
つ
た
基
本
路
線
の
上
に
お
い
て
打
出
さ
れ
て
い
る
実
践
的

な
見
解
と
み
な
さ
れ
う
る
。

し
か
し
、
親
鶯
の
揚
合
、
逆
諺
閲
提
の
相
剋
界
が
本
願
大
悲
智
慧
真

実
の
大
宝
海
水
と
転
成
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
構
造

の
内
容
性
を
特
に
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
の
か
。
上
に
引
用
し
た
曇

黛

『
和
讃
』
の

一
連
の
も
の
に
よ
る
と

「本
願
円
頓

一
乗

ハ
逆
悪
摂

ス

ト
信
知

シ
テ

煩
悩
菩
提
体
無

一一
ト

ス
ミ
ヤ
カ

ニ
ト
ク
サ
ト
ラ
シ

ム
。
往
相

ノ
廻
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ

弥
陀
ノ
方
便
ト
キ
イ
タ
リ

悲
願

ノ
信
行

エ
シ
ム
レ
ハ

生
死

ス
ナ
ハ
チ
浬
榮
ナ
リ
。」
な
ど
と
示
さ
れ

る
。
か
よ
う
な
所
見
に
よ
れ
ば
、
本
願
大
悲
智
慧
真
実
大
宝
海
水
は
、

自
他
対
立
相
剋
の
煩
悩
界

・
生
死
対
立
別
視

の
迷
妄
を
、
煩
悩
即
菩

提

・
生
死
即
浬
契
な
る

一
味
平
等
の
悟
界

へ
と
絶
対
超
越
せ
し
め
る
転

成
の
構
造
内
容
を
も

つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
他
人
に
自
己
を
対
立
せ

し
め
、
死

に
生
を
対
立
せ
し
め
て
、
万
人
が
自
己
の
生
と
い
つ
た
こ
と

の
み
に
固
執
し
て
相
互
対
立
を
極
め
て
や
ま
な
い
相
剋
界
を
、
自
己
は

他
人
に
縁

つ
て
あ
り
、
他
人
は
自
己
に
縁
つ
て
あ
り
、
生
は
死
に
縁

つ

て
あ
り
、
死
は
生
に
縁

つ
て
あ
ら
し
め
ら
れ
つ
つ
、
自
他
縁
生
し
て
相

互
に
無
数

に
深
く
関
係
し
つ
つ
、
時
時
刻

々
生
よ
り
死

へ
と
流
転
し
変

化
し
て
や
ま
な
い
縁
起
無
我
的
な
存
在
者
た
る
意
味

で
、
迷
妄

の
煩

悩
、
生
死
界
に
即
し
て
、
煩
悩

・
生
死
の
氷
を
と
か
し
て
、
煩
悩
即
菩

提

・
生
死
即
浬
葉
な
り
と
絶
対
超
越

の
縁
起
無
我

的
な
水

の
真
存
在
性

を
明
か
に
体
認
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
、
と
い
つ
た
転
成
の
内
容
構
造

で

あ
る
。
か
よ
う
な
煩
悩
即
菩
提

・
生
死
即
浬
繋
と
体
認
す
る
万
象

の
縁

起
因
縁
生
な
る
無
我
的
な
真
存
在
性
に
つ
い
て
の
親
鷺
の
理
解

の
受
容

の

一
端
は
、
前
引
の
行
巻
で
、
曇
鷺

の

『
論
註
』
な
ど
に
よ
り
、
本
願

力
他
力
の
名
号
が
衆
生
の
称
名
と
な
り
衆
生
の

一
切
の
無
明
を
破
し
転

じ
て
成
仏
の
志
願
を
満
足
せ
し
め
る
と
い
つ
た
意
向

(p
・
o
)な

ど
を

明
か
す
に
当
つ
て
、
特
に
、
『
論
註
』
の
始
め
の

一
心
願
生

の
説

明
下

の
如
き
に
お
い
て
、
『
中
論
』
な
ど
に
よ
り
、
諸
法
縁
起
因
縁
生
の
生
に

徹
底
す
る
と
い
う
こ
と
が
天
親
の
い
う
願
生
の
本
義
な
の
だ
、
と
説
明

す
る
如
き
理
解
を
引
証
す
る

(p
.
 
1
5
)

意
向
な
ど
に
顧
み
る
も
明

ら
か

で
あ
る
。
又
親
鶯
の
よ
く
引
用
す
る

『
往
生
要
集
』
の
、
大
文
第
四
の

第
三
作
願
門
下

(上
末

p
.8
)
や
同
第
五
の
第
四
止
悪
修
善
下

(中
本

p
.
 
8
)
、

又
は
大
文
第
六
の
第
二
臨
終
行
儀
の
下

(中
末

p
.
 
2
6
)

な
ど
に

『
中
論
』
な
ど
を
引
き
、
煩
悩
即
菩
提

・
生
死
即
浬
架

・
一
色

一
香
無

非
中
道

・
円
融
無
擬

・
氷
水

一
味
を
力
説
す
る
如

き
意
向
な
ど
を
汎
く

顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
、
そ
の
辺
の
理
解
を
深
か
ら
し
め
ら
れ
う

る
。
そ
の
煩
悩
即
菩
提

・
生
死
即
浬
藥
と
示
す

縁
起
因
縁
生

の
場

に

は
、
日
本
天
台
的
な

一
色

一
香
も
中
道
円
融
無
擬
に
非
ざ
る
こ
と
な
し

と
い
つ
た
如
き
意
味
内
容
も
み
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
う
る
。
行
巻

の
最
初
に
、
本
願
力
名
号
を

「
極
速
円
満
す
、
真
如

一
実
の
功
徳
宝
海

な
り
。」
と
示
し
、

一
乗
海
釈
下
に
、
「
本
願

一
乗
海
を
按
ず
る
に
、
円

親
鷺

に
お
け
る
転
成

の
意
味

(
石

田
)
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融
満
足
極
促
無
磯
絶
対
不
二
の
教
な
り
。
」
と
明
か
し
、
信
巻
に
、
信
を

「極
速
円
融
の
白
道
、
真
如

一
実
の
信
海
な
り
。
」
と
か
、
「大
悲
円
融

無
擬

の
信

心
海
な
り
。
」
な
ど
と
説
示
す
意
向
に
よ
れ
ば
、
本
願
力
他
力

の
救
い
の
活
動
性
に
お
い
て
、
又
そ
れ
を
素
順
に
受
け
と
め
る
信
の
内

容
性
に
お
い
て
、
転
成
さ
れ
る
縁
起
因
縁
生
の
場
が
如
何
に
天
台
的
な

円
融
無
擬

の
場
の
理
念
の
親
鷺
的
な
再
体
認
を
以
て
内
容
づ
け
さ
れ
て

い
る
か
、

さ
ら
に
具
体
的
に
理
解

せ
し
め
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ

に
は
、
さ
ら
に
汎
く
は
、
親
鷺
の
『
教
行
信
証
』
な
ど
に
よ
く
依
用
す
る

宋
代

の
浄
土
教
者
元
照
の

「
観
経
疏
」
の
初
め
に
示
す
、
事
理
円
融
生

即
無
生
論
な
ど
の
新
し
い
影
響
の
再
体
認
な
ど
も
想
起
さ
れ
て
く
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
逆
諺
閲
提
の
相
剋
無
明
界
が
本
願
大
悲
智
慧
真
実

大
宝
海
永

と
転
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
迷
妄
の
相
剋
相
反
対
立
的

存
在
が
、

相
剋
相
反
対
立
の
そ
の
ま
ま
で
、
そ
こ
に
即
し
て
相
互
に
縁

起
因
縁
生
し
円
融
無
擬
と
な
る
真
存
在

へ
と
絶
対
的
に
超
越
せ
し
め
ら

れ
る
如
き

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
了
解
せ
し
め
ら
れ
う
る
。

三

雑
修
雑
善
の
川
水
を
含
め
て
逆
諺
閲
提
の
無
明
海
水
た
る
我

々
中
心

の
世
界
は
、
「兎
毛
羊
毛
ノ
サ
キ

ニ
イ
ル
チ
リ
ハ
カ
リ
モ

ツ
ク

ル
ツ

ミ
ノ
宿
業

ニ
ア
ラ
ス
ト
ィ
フ
コ
ト
ナ

シ
。」
と

『
歎
異
砂
』
に
示
す
如

き
絶
対
的
宿
業
悪
の
世
界
で
あ
る
。
自
ら
の
力
を
以
つ
て
は
絶
対
的
に

打
開
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
繊
悪
の
世
界

で
あ

る
。
そ
れ
は
相
反
相

剋
す
る
こ
と
極
ま
り
な
き
世
界

で
あ
る
。
生
死

即
浬
繋

・
煩
悩
即
菩

提
界
は
、
生
と
死
の
二
者
が
縁
起
円
融
し
て
二
者
即

一
者
と
な
り
、
自

と
他
と
の
二
者

の
相
剋
す
る
煩
悩
界
が
縁
起
円
融

し
て
二
者
即

一
者
と

な
り
、
又
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
、
逆
に

一
者
即
二
者

と
縁
起
す
る
、
そ
れ

は
、
二
者
即

一
者
、

一
者
即
二
者
と
な
る
如
き
円
融
縁
起
の
絶
対
的
超

絶
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
相
反
相
剋

(二
者
)
即
無
相
反
無
相
剋

(
一
者
)
、

無
相
反
無
相
剋

(
一
者
)
即
相
反
相
剋

(
二
者
)
を
現
成
す
る
如
き
円
融

縁
起
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
教
行
信
証
』
の
証
巻
に
、
滅
度
、
常
楽
、

畢
寛
寂
滅
、
無
上
浬
契
、
無
為
法
身
、
実
相
、
法
性
、
真
如
、

一
如
、

と
示
さ
れ
る
如
き
証
界
の
真
存
在
性
に
即
応
す
る
場
で
あ
ろ
う
。
か
よ

う
な
真
如

の
真
存
在
性
に
全
く
背
反
す
る
世
界

が
逆
諺
閲
提
の
無
明
海

水

の
場
で
あ
る
。
真
如
の
真
存
在
界
と
逆
諺
界

は
全
く
相
反
し
、
両
者

の
間
に
か
け
橋
は
な
い
。
し
か
し
、
逆
諺
閲
提

の
相
剋
界
は
迷
妄
極
ま

る
極
悪
界
で
あ
る
が
、
生
死
即
浬
繋

・
煩
悩
即
菩
提
界
は
相
反
相
剋
即

無
相
反
無
相
剋

・
無
相
反
無
相
剋
即
相
反
相
剋

と
、
相
反
相
剋
界
を
包

容

(内
在
)
し
つ
つ
絶
対
超
越
す
る
真

存
在
界

で
あ
る
。
し
た
が
つ

て
、
そ
こ
に
は
、
本
願
大
悲
智
慧
真
実
大
宝
海
水

と
迷
妄
界
全
体
を
転

成
す
る
、
転
成
力
を
必
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
無
我
的
縁
起
円
融
界
の
救

済
的
存
在
性
、

か
け
橋
が
あ
ら
し
め
ら
れ
る
。

円
融
縁
起
界
が
、
自
に
お
い
て
他
を
考
え
、

他
に
お
い
て
自
を
考
え

ざ
る
を
得
ざ
る
自
利
即
利
他
界

で
あ
り
、
又
生
に
お
い
て
死
を
、
死
に

お
い
て
生
を
認
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
よ
う
な
無
固
定
的
な
真
存
在
界
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と
し
て
、
自
の
生
の
み
し
か
実
践
的
に
考
え
得
ざ
る
如
き
相
反
相
剋
界

を
、
自
我
欲
望
の
執
着
に
の
み
固
定
す
る
迷
妄
極
ま
る
世
界

と
見
倣

し
て
、
利
他
救
済
活
動
、
他
力
本
願
力
転
成
活
動
を
現
成
し
て
ゆ
か
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
は
必
然
的
な
こ
と
で
あ

る
。
円
融
縁
起
界
が
二
者

(自
由
)
即

一
者

(平
等
)
・
一
者

(平
等
)
即
二
者

(自
由
)
を
現
成
す

る
自
由
即
平
等
界
と
す
れ
ば
、
相
反
相
剋
界

は
、
二
者

(自
由
)
た
ら

ん
と
し
て

一
者

(平
等
)
た
ら
ん
と
欲

し
、

一
者

(平
等
)
た
ら
ん
と

し
て
二
者

(自
由
)
た
ら
ん
と
す
る
、
二
者
た
る
こ
と
と

一
者
た
る
こ

と
が
恒

に
矛
盾
し
、
自
由
で
あ
る
こ
と
と
平
等
で
あ
る
こ
と
が
常
に
矛

盾
し
て
、
矛
盾
極
ま
り
な
く
さ
迷
う
世
界
と
も
い
い
う
る
。
か
よ
う
な

矛
盾
の
起
る
根
源
的
原
因
は
、
二
者
即

一
者
、

一
者
即
二
者
を
現
成
す

る
如
き
縁
起
的
真
存
在
性
に
全
く
背
反
し
て
、
相
互
が
自
己
の
生

の
み

に
固
定
的

に
さ
迷
い
執
着
す
る
所
に
深
く
孕
ま
れ
る
。

親
鷺

に
お
い
て
は
、
か
よ
う
な
超
越
し
て
内
在
的
で
あ
る
円
融
縁
起

的
真
存
在
界
と
相
剋
縁
起
的
迷
妄
極
悪
界
と
の
関
係
に
お
い
て
転
成
が

語
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
親
鷲
は

『
唯
信
砂
文
意
』
に
お

い
て
、
法
照
の

『
五
会
法
事
讃
』
の

「
如
来
尊
号
甚
分
明
…
…
観
音
勢

至
自
来
迎
」

の
句
を
釈
す
る
に
当
つ
て
、
「如
来
尊
号
」
た
る
名
号

本

願
力

の
救
済
摂
化
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
「自
来
迎
ト
イ
フ

ハ

自

ハ

ツ
カ
ラ
ト
イ
フ

…
…
ミ
ツ
カ
ラ
ツ
ネ

ニ
ト
キ
ヲ
キ
ラ
ハ
ス

ト
コ

ロ
ヲ
ヘ
タ
テ
ス
真
実
信
心
ヲ

エ
タ
ル
人

ニ

ソ
ヒ
タ
マ
ヒ
テ

マ
モ
リ

タ
マ
フ

ユ
ヘ
ニ

ミ
ツ
カ
ラ
ト
マ
ウ

ス
ナ
リ
。

マ
タ
自

ハ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ

ト
イ
フ

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ト
イ
フ
ハ
自
然
ト
イ
フ
自
然
ト
イ
フ
ハ
シ
カ
ラ

シ
ム
ト
イ
フ

シ
カ
ラ
シ
ム
ト
イ
フ
ハ
行
者

ノ
ハ
シ
メ
テ
ト
モ
カ
ク
モ

ハ
カ
ラ
ハ
サ
ル
ニ
過
去
今
生
未
来

ノ
一
切

ノ
ツ
ミ
ヲ
豊
ロ
ニ
転

シ
カ
ヘ
ナ

ス
ト
イ
フ
ナ
リ
。
転

ス
ト
イ
フ
ハ

ツ
ミ
ヲ
ケ

シ
ウ
シ
ナ
ハ
ス
シ
テ
善

ニ
ナ
ス
ナ
リ
。

ヨ
ロ
ツ
ノ
ミ
ツ
大
海

二
ぞ
レ
ハ

ス
ナ
ハ
チ
ウ
シ
ホ
ト

ナ
ル
カ

コ
ト
シ
。
弥
陀
ノ
願
力
ヲ
信

ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ

如
来
ノ
功
徳
ヲ

エ
シ
ム
ル
カ

ユ
ヘ
ニ

シ
カ
ラ
シ
ム
ト
イ
フ
。

ハ
シ
メ
テ
功
徳
ヲ
エ
ン

ト
バ
カ
ラ
ハ
サ
レ
ハ
自
然
ト
イ
フ
ナ
リ
。
L
等
と
自
然
法
爾

の
転

成
救

済
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
。
名
号
本
願
力
他
力

の
救
済
活
動
は
根
源
的

に
円
融
縁
起
的
な
真
存
在
よ
り
の
必
然
的
な
顕

現
活
動
な
る
故
、
円
融

縁
起
的
な
無
我
的
真
存
在
性
が
自
然
法
爾
の
存
在
と
み
な
さ
れ
う
る
と

同
時
に
、
そ
の
必
現
転
成
の
名
号
本
願
力
の
救
済
活
動
も
自
然
法
爾
の

活
動
と
さ
れ
る
。
相
剋
縁
起
界
の
煩
悩
の

「
ツ
ミ
ヲ
ケ
シ
ウ
シ
ナ
ハ
ス

シ
テ
」
、
煩
悩
即
菩
提
と
絶
対
超
越
改
変
し
て

「善

ニ
ナ

ス
」
と
い
う

転
成
な
る
故
、
転
成
は
本
質
内
容
的
に
必
然

で
あ
る
自
然
法
爾
で
あ

る
。
相
剋
縁
起
界
の

「行
者
ノ
ハ
シ
メ
テ
ト
モ
カ
ク
モ
ハ
ラ
ハ
サ
ル
」

「
ハ
シ
メ
テ
功
徳
ヲ

エ
ン
ト
バ
カ
ラ
ハ
サ
レ
ハ
」
と
い
つ
た
、
円
融
縁

起
界
必
現
の
本
願
力
名
号
活
動
の
転
成
な
る
故
、
転
成
方
法
も
極
め
て

必
然
で
あ
り
自
然
法
爾
で
あ
る
。
そ
の

『
一
念

多

念
証
文
』
に
、
「
コ

ノ
要

門
仮

門

ヨ
リ

モ

ロ
く

ノ
衆

生

ヲ

ス

・
メ

コ
シ

ラ

ヘ
テ
本

願

一
乗

円

融

無
碍

真

実

功

徳

大

宝
海

ニ
ヲ

シ

ヘ
ス

・
メ

イ

レ
タ

マ

フ
カ

ユ

ヘ

ニ

ヨ

ロ

ツ
ノ
自

力

ノ
善

業

ヲ

ハ
方

便

ノ

門

ト

マ

ウ

ス

ナ

リ
。

イ

マ
.一
乗

親
黛

に
お
け
る
転
成

の
意
味

(
石

田
)
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親
鷺

に
お
け
る
転
成

の
意
味

(
石

田
)

ト

マ
ウ

ス

ハ
本

願

ナ

リ
。

円
融

ト

マ
ウ

ス

ハ

ヨ

ロ
ツ

ノ
功

徳

善
根

ミ

チ

く

テ

カ
ク

ル

コ
ト

ナ

シ
自

在

ナ

ル

コ

・
ロ

ナ

リ
。

無

碍

ト

マ
ウ

ス

ハ

煩

悩

亜
鼎
菜

ニ
サ

ヘ
ラ

レ

ス

ヤ

フ

レ
ヌ

ヲ
イ

フ

ナ

リ
o
真

実

功

徳

ト

マ
ウ

ス

ハ
名

号

ナ

リ
。

一
実

真

如

ノ
妙

理

円
満

セ

ル
カ

ユ

ヘ

ニ
大

宝
海

ニ
タ

ト

ヘ
タ

マ
フ

ナ

リ
。

…
…

宝

海

ト

マ
ウ

ス

ハ

ヨ

ロ

ツ

ノ
衆

生

ヲ

キ

ラ

ハ

ス

サ

ハ
リ

ナ

ク

ヘ
タ

テ

ス

ミ

チ

ヒ
キ

タ

マ

フ

ヲ
大

海

ノ
ミ

ツ

ノ

ヘ
タ

テ

ナ

キ

ニ
タ

ト

ヘ
タ

マ

ヘ
ル

ナ

リ
。

ロ
ノ

一
如
宝

海

ヨ
リ

カ
タ

チ

ヲ

ア

ラ

ハ
シ

テ
法
蔵

比

丘

ト

ナ

ノ

リ
タ

マ

ヒ

テ
無

碍

ノ

チ
カ

ビ

ヲ
オ

コ

シ
タ

マ

フ

ヲ
タ

ネ

ト

シ

テ
阿

弥

陀
仏

ト

ナ

リ

タ

マ

フ
カ

ユ

ヘ

ニ
報

身

如

来

ト

マ
ウ

ス
ナ

リ
。

…

…

コ
ノ
如
来

ヲ
方

便

法

身

ト

ハ

マ
ウ

ス
ナ

リ

ムリ

ハ

ソ

あり

のり

方
便
ト

マ
ウ
ス
ハ
カ
タ
チ
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
御
ナ
ヲ
シ
メ
シ
テ
衆
生

ニ
シ
ラ

シ
メ
タ

マ
フ
ヲ
マ
フ
ス
ナ
リ
。
L
等
と
示
さ
れ
る
意
向
に
よ
れ
ば
、
「
カ

タ
チ
ヲ
ア
ラ
ハ
シ

ミ
ナ
ヲ
シ
メ
シ
テ
」
の
本
願
力
名
号
救
済
摂
化
の

顕
現
と

い
う
こ
と
が
、
如
何
に

一
実
真
如
の
円
融
縁
起
の
真
存
在
が
相

剋
縁
起

の
衆
生
界

の
存
在
性
に
応
じ
入
り
こ
む
自
然
法
爾
の
救
済
活
動

相
で
あ

る
か
、
想
察
し
う
る
。
「
一
実
真
如
ノ
妙
理
」
が
絶
対
超
越
的
円

融
縁
起
界

の
真
存
在
界
と
し
て
、
『唯
信
砂
文
意
』
に
、
法
性
法
身

・

「
イ
ロ
モ
ナ
シ
カ
タ
チ
モ
マ
シ
マ
サ
ス
」
と
示
す
存
在

で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま

で
も
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
円
融
縁
起
界
そ
れ
自
体
は
、
親
鷺

に
と
つ
て
、
全
く
の

「
あ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
あ
ら
し
め
ら
れ
る
」

自
然
法

爾
界
な
の
で
あ
る
。
そ
の
自
然

法
爾
界

の
、
相
剋

縁
起
界

へ

の
、
必
然
的
な
自
然
法
爾
な
る
救
済
活
動
が
、
本
願
力
名
号

の
救
済
活

動

で
あ

り
、

そ

こ

に

現

成

さ

れ

る
も

の
が
、

親

鷲

の
意

味

す

る

転

成

と

い
う

こ
と

で
、

転

成

は

極

め

て
自

然

法

爾

な

る
転

成

と

い
う

こ

と
を

意

味

す

る
。

そ

の
最

後

晩
年

の
作

と

も

見

ら

れ

る

『
自

然

法

爾

の

文

』

に

お

い

て
、

「
獲

得

名

号

自

然

法

爾

」

の
句

を
釈

し
た

も

の
と

理
解

さ

れ

る

下

で
、

南
無

阿
弥

陀

仏

な

る
名

号

の
摂

化

活

動

が
因

果

に
亘

つ

て

の
救

済

活

動

で
あ

る

こ

と

を
説

示

す

と
共

に
、

「
ス

ヘ
テ
人

ノ

ハ
シ

メ

テ

ハ

ラ

ハ
サ

ル
ナ

リ
」

と

の
自

然

法

爾

と

い
う

こ
と

を
力

説

し
、

「
弥

陀

ノ

御

チ
カ

ヒ

ノ

モ
ト

ヨ
リ
行

者

ノ

バ
カ

ラ

ヒ

ニ
ア

ラ

ス

シ

テ

南

無

阿

弥

陀

ト
タ

ノ

マ
セ

タ

マ

ヒ

テ

ム
カ

ヘ
ム

ト

バ
カ

ラ

セ
タ

マ

ヒ
タ

ル

ニ

ョ
リ

テ

行
者

ノ

ヨ
カ

ラ

ム

ト

モ

ア

シ
カ

ラ

ム

ト

モ
オ

モ

ハ

ヌ
ヲ
自

然

ト

ハ

マ
フ

ス

ソ
ト

キ

・
テ
候
、

御

チ

ヒ
ノ

ア

ウ

ハ
無

上
仏

ニ

ナ

ラ

シ
メ

ム

ト

チ

ヒ
タ

マ

ヘ

ル
ナ

リ
。

無

上
仏

ト

マ
フ

ス

ハ
カ

タ

チ

モ
ナ

ク

マ

シ

マ

ス
。

カ

タ

チ

ノ

マ
シ

マ
サ

ヌ

ユ

ヘ
ニ
自

然

ト

ハ

マ
フ

ス
ナ

リ
。

…

…

カ

タ

チ

モ

マ
シ

マ
サ

ヌ

ヤ

ウ

ヲ

シ
ラ

セ

ム

ト

テ

ハ
シ
メ

テ
弥

陀

仏

ト

ソ

キ

・
ナ
ラ

ヒ

テ
候
。

ミ

タ
仏

ハ
自

然

ノ

ヤ

ウ

ウ

ヲ

シ

ラ

セ

ム

レ

ウ

ナ

リ
。
」
等

と

示

さ

れ

る

意

向

な

ど
に

よ

れ
ば
、

本

願

力

他

力

名

号

の

救

済

活
動

が
如

何

に
自

然

法

爾

の
活

動

で
あ

る

か

と

い
う

こ

と
を

明

か

に

す

る

と

同
時

に
、

転

成

と

い

う

こ

と

が
、

如
何

に
自

然

法

爾

と

い
う

こ

と
を
、

そ

の
本

義

と

し

て

お

る

か
、

そ

の
理

解

を

よ
り

深

か
ら

し

め
ら

れ

う

る
。

か

よ
う

に

し

て
、

本

願

力

他

力
名

号

に

よ

る
転

成
、

信

一
念

即

時

の
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転
成
と
い
う
こ
と
に
は
、
極
め
て
、
自
然
法
爾
の
転
成
と
い
う
意
味
を

強
調
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
せ
し
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
内
容
的
に

は
相
剋
縁
起
の
最
悪
界
よ
り
円
融
縁
起
の
無
上
界

へ
の
絶
対
的
超
越
を

意
味
す
る
わ
け
で
、
そ
の
超
越
転
成
が
如
何
に
徹
底
し
た
超
越
を
意
味

し
て
い
る
か
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
徹
底
し
た
自
然
法
爾
の

転
成
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
徹
底
し
た
超
越
転
成
と
い

う
こ
と
を
意
味
内
容
と
し
て
い
る
。
親
鷺
に
と
つ
て
、
「行
者

ノ

ハ
シ

メ
テ
バ
カ
ラ
フ
」
「
人
ノ
ハ
シ
メ
テ

バ
カ
ラ
フ
」
相
剋
縁
起
界

は
極

め
て
我
欲
的
な
不
自
然
界
で
あ
り
、
「
如
来

ノ
バ
カ
ラ

フ
」
絶

対
超
越

的
円
融
縁
起
の
極
め
て
無
我
的
な
躍
動
こ
そ
が
自
然
法
爾
な

の
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
逆
諺
の
煩
悩
無
明
海
を
大
悲
智
慧
真
実
の
煩
悩
即

菩
提
海

と
転
成
す
る
に
当

つ
て
、
自
然
法
爾
の
転
成
と
い
う
こ
と
を
強

調
す
る
程
、
円
融
縁
起
の
無
我
的
躍
動
、
「
如
来

ノ
バ
カ
ラ
ヒ
」
、
本
願

力
名
号
他
力
の
救
済
を
力
説
す
る
わ
け
で
、
転
成
が
徹
底
し
た
絶
対
超

越
的
転
成
を
意
味
す
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
。
自
然
法
爾
の
転
成
を

力
説
す
る
程
、
転
成
の
超
越
性
が
強
調
さ
れ
、
転
成
の
絶
対
的
超
越
性

を
力
説
す
る
程
、
自
然
法
爾
の
転
成
と
い
つ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
ざ
る

を
得
な
い

の
で
あ
る
。
親
攣
は
、
転
成
と
い
う
こ
と
に
、
か
よ
う
な
意

味
内
容
を
み
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
大
乗
仏
教
的

な
基
本
路
線
、
特
に
日
本
天
台
的
な
基
本
線
が
親
黛
的
な
再
体
認
の
把

捉
に
よ
り
深
く
潜
在
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
自
然
法
爾
の
転
成
と
い
う
こ

と
も
、

そ
れ
が
宗
教
的
な
仏
教
的
体
験
の
場

で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
相
剋
縁
起
的
な
存
在
現
象
性

一
般
に
深
く
広
く
拘
る
こ
と
を

考
え
る
場
合
、
自
然
科
学
的
な
対
象
と
し
て
の
自
然
現
象
性

一
般
に
も

汎
く
拘
り
合
い
を
も
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
か
よ
う
に
本
願
力
他
力

に
よ
る
信

一
念

の
絶
対
的
超
越
転
成
を
力
説
す
る
と
は
い
え
、
信
仰
者

の
現
実
と
し
て
は
成
仏
す
る
こ
と
に
決
定
づ
け
ら
れ
る
正
定
聚
の
人
た

ら
し
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味

で
あ
つ
て
、
肉
体

の
消
滅
す
る
死
に
至
る

ま
で
信
仰
者
自
身
は
相
剋
縁
起
界
申
の
極
悪
者

で
あ
る
と
の
主
張
は
終

始

一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
度
い
。
極
悪
者
の
現
実

の
ま

ま
で
の
成
仏

へ
の
決
定
づ
け
の
内
省
体
験

・
安
定
感
が
信

一
念
転
成

の

内
省
的
自
覚
で
あ
る
。
そ
の
辺
の
意
向
は

『
教

行
信
証
』
信
巻

・
コ

多
証
文
』
の
二
河
響
釈

・
『
述
懐
和
讃
』
な
ど
に
顧
み
ら
れ
た
い
。
そ

れ
程
、
相
剋
縁
起
者
的
内
省
は
徹
底
し
て
深
い
。
そ
こ
に
は
、
相
剋
縁

起
的
な
現
象
の
全
存
在
に
拘

つ
て
の
限
り
な
い
宿
業
悪
的
汚
染

へ
の
悲

歎
と
、
そ
れ
に
深
く
拘
り
合

い
根
源
的
に
無
限

に
全
存
在
を
浄
化
し
つ

つ
あ
る
円
融
縁
起
的
な
救

い
の
躍
動

へ
の
歓
喜

と
が
相
交
錯
せ
し
め
ら

れ
て
、
永
生

へ
の
真
実

の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。

(昭
和
四
十
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
・
綜
合
助
成
費
に
よ
る
)
。

親
鷺

に
お
け

る
転
成

の
意
味

(
石

田
)
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